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１．研究計画の概要 

香川県観音寺にある真言宗の古刹巨鼇山
地蔵院萩原寺は、平安時代の創建になり、南
方に位置する香川・徳島県境の山岳寺院・雲
辺寺の里坊として発展した。江戸時代には四
国有数の有力寺院であった。南北朝時代以前
について、具体的な様相を知ることは困難だ
が、宝徳元年（1449）に示寂した中興・真恵
の時期からは、守護細川氏の帰依も得て、寺
勢を伸張したことが確かめられる。 

真恵は、高野山で修学し、聖教の蒐集につ
とめるとともに、醍醐寺遍智院成賢から分流
した六方の法流を遍智院宮聖尊が束ねた六
方大事（六方憲深方）と称される小野流の一
流をはじめ、野沢両流に及ぶ東密の諸流を伝
えた。そのため、萩原寺（地蔵院）は、西讃・
東予における真言密教の一大拠点として重
要な役割を果たすことになった。その後も室
町期の歴代住持によって聖教が蓄積され、現
在も同寺には、断簡を含めて 5000 点以上の
聖教が伝来している。平安時代のものこそ 7

点に過ぎないが、16 世紀以前の聖教が約 8

割を占めており、地方寺院に伝来する中世聖
教としては屈指のものだといってよい。 

本研究では、この萩原寺聖教の調査を進め、
全容を提示するとともに、その成果にもとづ
き、中世の地方寺院における宗教活動の様相
を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）各年度において、2 回ずつ、5 日間程
度、地蔵院萩原寺に出張して、聖教の調査を
実施した。聖教について調書の採取を進める
とともに、年代順に整理しながらデジタルカ
メラによる高精細な撮影を行った。調書の採
取については、江戸時代までの聖教について、

ひととおり完了することができた。デジタル
撮影については、南北朝時代までの聖教類に
ついての全点の撮影を終えている。 

（２）調査時に採取した調書データを PC 上
のデータべースソフトに入力してデータ化
をはかるとともに、その確認・校正をおこな
いながら、同寺聖教の再整理作業を行った。
調書については、全点の入力を完了した。再
整理作業については、室町時代中期までの聖
教について、ひとまず終了した。 

（３）聖教を撮影した画像と調書データの双
方を確認しながら、南北朝時代までの詳細な
目録の原稿を作成した。さらに、鎌倉時代前
期までの聖教については、原本に就いて校正
を行った。 

（４）萩原寺の中興開山である真恵について
史料の発掘につとめ、真恵置文写（大覚寺所
蔵聖教）や萩原寺地蔵院衆分引付（萩原寺文
書）などの重要な新出史料を見いだした。こ
れらと調査対象の聖教とをあわせて分析す
ることで、当該期の萩原寺の宗教活動の様相
を具体的に明らかにすることが可能になっ
た。すなわち、寺伝にいうような、讃岐・伊
予・阿波三カ国に及ぶ地方における教学上の
拠点寺院としての活動が、真恵による聖教の
集積に依拠したものであったことが明確に
なったといえる。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

既に、調書の採取を完了し、南北朝時代ま
での聖教類の撮影を終了している。また、調
書の入力・校正を終え、再整理作業も室町中
期まで進捗させるとともに、南北朝期までの
聖教類目録の原稿を作成している。 
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４．今後の研究の推進方策 
（１）23 年度も萩原寺への出張調査を実施し、
目録原稿の原本校正を行うとともに、室町時
代中期までの聖教の撮影を進める。 
（２）室町時代前期までの聖教について目録
化を進めるとともに、原本校正を終えた南北
朝時代までの聖教目録については、報告書を
作成し、そこに掲載する。 
（３）入力済みデータの中から僧名・寺院名
等を抽出して作成したメタデータ・データベ
ースの充実をはかるとともに、同寺中興開山
である真恵の年譜を作成し、報告書に掲載す
る。 
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